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菊　地　　智

14世紀終わりから 15世紀全般にかけて，当時はブルゴーニュ公国領であっ
た現在のオランダを中心とする地域で，デヴォーチオ・モデルナ（Devotio 
Moderna）が興隆した。デヴォーチオ・モデルナは，男女の在家信徒たちと下級
の世俗司祭たち，ならびに男女の律修参事会士たちの主導した宗教運動である。
その特色は，神学的思弁や極端な禁欲主義からは距離を置き，内省と中庸を重ん
じ，俗世間のあるいは修道院の日常生活の中で，魂の救いのために徳を実践する
ことにあった。
「デヴォーチオ・モデルナ」の呼び名は，その運動の渦中から出て来たもので
ある。ヘンリクス・ポメリウス（1382―1469）の記した『フルーネンダール修道
院の起源』が初出と言われる1）。ポメリウスは修道士としてその律修参事会修道院
に 1412年から 21年にかけて滞在し，その間にこの年代記を著した。その中で，
デヴォーチオ・モデルナの母体となる「共同生活の兄弟姉妹会」を創始したヘー
ルト・フローテ（1340―1384）が，修道院設立者の一人で中世ネーデルラントの
代表的神秘思想家ヤン・ヴァン・リュースブルク（1293―1381）に面会するため
フルーネンダールを訪れた際のことを記録しており，そこでポメリウスはフロー
テを「低地ドイツにおける律修参事会のあいだの現代的敬虔の源泉であり起源

1）　John Van Enghen, Sisters and Brothers of the Common Life: The Devotio Moderna and 
the World of the Later Middle Ages, Philadelphia, University of Pensilvania Press, 2008, p.7.
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（fons et origo moderne deuotionis）」と呼んでいる2）。低地ドイツ（Bassa Alemania）
とは現在のオランダやフランドル地方を指すが，15世紀の始めにはその地域で
律修参事会士たちを中心に特徴的な信心運動が広まっており，なおかつその起源
はフローテにあったと認識されていたことが，この一文から確認できる。さらに
その後，デヴォーチオ・モデルナの牽引役の一つとなるウィンデスヘイム修族律
修参事会士たちが3），自分たちの信心をやはり「デヴォーチオ・モデルナ」と呼ん
でいたことも知られている4）。
なお，日本語では Devotio Modernaに対して主に「新しき敬虔」や「新しい信
心」などの訳語があてられている。しかし modernaは単に〈新しい〉ではなく，
〈現代の〉，〈当世的な〉という意味であり，かといって Devotio Modernを「現
代的敬虔」をなどと訳せば一般名称のように響き，特定の歴史的事象を指して
いるようには聞こえなくなる。そのうえ， modernaの語は以下で論ずるとおりさ
まざまな解釈可能性を含んでいるので，Devotio Modernは敢えて訳さずに，「デ
ヴォーチオ・モデルナ」と片仮名表記を用いるので良いのではないかと思う（私
自身もこれまで呼び方が一定していなかったが，この機会にそのように提案し
たい）。ヨーロッパ系の言語でもModerne Devotie（蘭），Modern Devotion（英），
Dévotion Moderne（仏），Neue Frömmigkeit（独）などの訳語があてられる場合
もあるが，本稿が扱う論文集でもそうであるように，やはりラテン語の呼称がそ
のまま用いられることが多いようである。
さて，「デヴォーチオ・モデルナ」の名称について始めに確認したのは，まさ
しくこの名称の解釈史が，この宗教運動についての近代以降の研究史と大きく重
なり，本稿が扱う論文集もその中に位置付けられるためである。つまり，この宗
教運動が〈moderna〉であったとはいかなる意味であるのかという問いが，研究
者たちによって直接間接問われつづけているのである。一般的には，デヴォーチ
オ・モデルナは〈近代の特質を備えた〉という意味で現代的な運動であると理解
されている。少なからぬ研究者も，この運動に次の世紀に興る宗教改革，ルネサ

2）　Mikel M. Kors, “Studie en kritische tekstuitgave van Henricus Pomerius’ De origine 
monasterii Viridis Vallis,” Ons geestelijk erf 87 (3―4), 2016, p.293.

3）　フローテの影響下に設立された四つの律修参事会修道院，すなわちデーヴェンテル
のウィンデスヘイム修道院，ドルドレヒトのエームステイン修道院，アルネムのマリエンボ
ルン修道院，そしてホールンのニューリヒト修道院が，1395年に共通の規則を制定して一つ
の修族に結束した。この際にウィンデスヘイム修道院の院長が修族全体の長となったため，
ウィンデスヘイム修族と呼ばれるようになる。この修族はその後拡大し，1500年までに 97
の修道院が設立された（そのうち 84が男性修道院で，13が女性修道院）。在家の団体に留
まった「共同生活の兄弟姉妹会」と並び，デヴォーチオ・モデルナの牽引役となる。

4）　John Van Engen (ed., tr.), Devotio Moderna Basic Writings, New York, Paulist, 1988, p.7.
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ンス，ならびに人文主義の先駆けを見ようとしてきた5）。しかしそれは多くの場
合，「デヴォーチオ・モデルナ」の呼称が 15世紀当時に運動の渦中から出て来て
いることを知らずに，あるいは度外視して，現代の歴史観を投影した見方であり，
デヴォーチオ・モデルナを実践していた人々がそのような先駆的精神を自覚して
自らの運動を〈現代的〉と呼んだかどうかは別である。少なくとも，現代のわれ
われが当時に認める〈現代性〉と，当時の人々自身が意識した〈現代性〉とが一
致するとは限らないのだが，そのことは案外見過ごされがちのようである。
本稿が扱う論文集 Inwardness, Individualization, and Religious Agency in the Late 

Medieval Low Countriesも―編者たち，著者たちによってははっきりとは言
われないが―デヴォーチオ・モデルナの〈われわれから見た現代性〉をめぐ
る議論に与するものである。タイトルにある inwardness（内面性）への関心と
individualization（個別化）への傾向は，いわば近代的意識の特徴と言われるも
のだが，デヴォーチオ・モデルナにおいてはそれらがどのように芽生えたか，ま
た，この宗教運動に関わる個々のカトリック信徒は，他者とのあいだに，とりわ
け個々人と神とを媒介する religious agency（宗教的組織や活動）とのあいだに，
いかなる関係を有していたか，といった問題を本書は扱っている。それによって，
デヴォーチオ・モデルナを近世と中世両方の特質を備えたものとして捉え，その
〈現代性〉の意味を問い直そうとする。ただし，個々の寄稿者によって捉え方に
は差がある。
以下，本書に収録されている八篇の論文を，一編ずつ簡単に評する。著者の紹
介，ならびに論文の題は紙幅の都合から省略する。

1. Rob Faesenは，individualizationの概念と personalizationの概念を区別する。
どちらも現代の語彙であるが，著者によれば，前者は個々人を他から切り離し独
立自存した存在として捉える傾向であり，後者は反対に個々人を他との関係性の
うちに捉える傾向である。『創世記』1章 26節の記述に基づき，人間は神の像と
類似性とに向けて創造されたという理解が，キリスト教には古代以来見られた。
キリスト教の神とはしかも三位一体の神であり，位格（persona）の関係性その
ものであり，それへと向けて創造された人間（human person）は，それゆえ関係
性を存在の基盤にすると考えられた。しかし Faesen によれば，12世紀のピエー
ル・アベラール（1079―1142）を皮切りに，人間を他と切り離された個別の存在
として捉える傾向が生まれ，その後の西欧の精神性の大勢は，アベラールの線を
発展させた。それに対して著者は，アベラールと論争したシトー会士のギョー
ム・ド・サン゠ティエリー（ca. 1075―1148），上述のリュースブルク，16世紀の

5）　この見方を形成するのに影響力のあった研究として次の二つを挙げる。Albert 
Hyma, The Brethren of the Common Life, Grand Rapids, Eerdmans, 1950; Richard W. Southern, 
Western Society and the Church in the Middle Ages, Harmondsworth, Penguin, 1970.
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イエズス会設立者イグナチオ・デ・ロヨラ（1491―1556）などの著作を取り上げ，
individualizationに抗する personalizationの伝統も存続したことを示す。それらの
著作家たちと関わりの深かったデヴォーチオ・モデルナもその立場を取ったとい
う。それゆえデヴォーチオ・モデルナの歴史的役割は，一般に考えられるように
individualizationを発展させたことよりも，personalizationを前の世代から受け継
ぎ，次世代に引き渡したことであると，著者は結論する。

2. 本書の編集責任者でもある Rijcklof Hofmanは，デヴォーチオ・モデルナ創
始のきっかけとなったフローテの回心の歴史的意味を論ずる。フローテは致命的
と思われた病から癒えて回心してのち，「共同生活の兄弟姉妹会」の創設者となっ
た。Hofmanは，ルドルフ・ディエール（1384―1459）によるフローテの伝記を
読み込み，その回心が起こったのは，従来考えられていたようにフローテが死へ
の恐怖に直面したためではなく，内面からの悔悛をせずに，すなわち神と自己と
の関係を真に修復せずに死ぬことのほうを恐怖したためであると解釈する。さら
に，その回心の核心は，その後各地の「兄弟姉妹会」のためにフローテが起草し
たいくつかの生活規則にも込められていることを明らかにする。そしてそれは，
神と個々の成員との内面的交流を基礎に共同体は維持されるべきであるという考
え方に発展し，それがデヴォーチオ・モデルナの基本精神になったとのことであ
る。

3. Margarita Logutovaは，『キリストに倣いて』の著者として知られる律修参
事会士トマス・ア・ケンピス（1380―1471）の諸作品，とりわけ『修練士たちと
の対話』と『聖アグネス山修道院年代記』に散見される個人的述懐から，これ
まで詳しくは知られて来なかったトマスの生涯の再構成を試みる。それによっ
て，トマスの思想は（学問や読書体験よりも）人生経験によって培われたもので
あると主張する。トマスは，キリスト信徒の実人生におけるいわば personalな体
験を重んじたが，なおかつ謙遜と禁欲を自ら内面的に実践するために，彼自身の
personalityは自分の作品，仕事から徹底的に消し去ろうとした。代表作『キリス
トに倣いて』は実際に匿名で書かれ―おかげで著者の特定には何世紀も要する
ことになった―読者にも「知られぬことを愛せ」（Ama nesciri）の精神を奨め
ている。Logutovaによれば，その精神がまさにデヴォーチオ・モデルナを特徴
づけている。

4. Nigel F. Palmerは，デヴォーチオ・モデルナに先立つ 13世紀後半から 14世
紀にかけての主にドイツ，ネーデルラント，イタリアで普及した文学ジャンル
「祈りのサイクル」（prayer cycles）を取り上げる。それはキリストの人性を瞑想
するプログラムを読者に提供するもので，その代表的作品が，ハインリッヒ・ゾ
イゼの『百の瞑想』である。それはキリストの受難を想像によって追体験して
キリストに倣うことを目指すために書かれている。しかし Palmerによれば，当
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時の「祈りのサイクル」には，ゾイゼのそれとは趣旨や力点を異にする立場か
ら書かれたものがあった（Palmerはそれを「反ゾイゼ流」（antiseusiana）と名付
けている）。それは，キリストの受難を想像によって追体験するのではなく，キ
リストの生涯にわたって起きた個々の出来事一つ一つの救済論的意味を理解す
ることを目指す諸作品である。ボナヴェントゥーラ（ca. 1221―1274）の『命の
木』，アウグスチノ修道会士ヨルダン・フォン・クウェドリンブルク（ca. 1300―
1380）の『キリストの受難の瞑想』，カルトゥジオ会士ルドルフ・フォン・ザク
セン（ca. 1300―ca. 1377）の『キリストの生涯』が代表例として取り上げられて
いる。14世紀終わりにはそれらの異なる立場がすでに出揃い，瞑想実践が活動
の中心であるデヴォーチオ・モデルナにすべてが取り入れられた。なお「祈りの
サイクル」は個々人の私的な信心のために書かれ，典礼やミサで修道士たちに用
いられるような構造は有していない。つまりこのジャンルは，信徒の宗教性の
individualizationに寄与するものであったが，デヴォーチオ・モデルナよりも以
前にその傾向は始まっていたということになる。

5. Koen Goudriaanは，デヴォーチオ・モデルナの時代のネーデルラントにお
ける宗教共同体で，中世から存続する「死者のための祈禱」（memoria）が実践
された例を検証する。これは，修道士や聖職者が，生者と死者とのコミュニケー
ションを図ったり，煉獄にいる家族や友人をそこから解放してあげて欲しいとい
う信者の願いを神に取り次いだりする習慣であるが，墓石のほか修道院の年代記
や祈禱の記録などの史料から，それがデヴォーチオ・モデルナの中でも中世と変
わらずおおむね共同体的に行われていたことを筆者は明らかにする。その点で，
デヴォーチオ・モデルナは近世の先駆けというよりは，中世以来の修道院文化を
受け継いだ運動ということになる。Faesenの論文と並び，Goudriaanも別の観点
から，デヴォーチオ・モデルナに individualizationの傾向を見出すことには消極
的である。

6. Anne Bollemannは，「共同生活の姉妹会」のシスターたちのあいだにおける
共同体的義務と個々人の内的敬虔とのあいだの関係を論ずる。依拠する主な史料
は，デーヴェンテルにフローテが創設した「ヘールト師の家」（「共同生活の兄弟
姉妹会」の最初の共同体）の上長で，のちにディーペンヴェーンのウィンデスヘ
イム律修参事会女子修道院長となったサロメ・スティッケン（1369―1449）が著
した『修道生活規定』である。Bollemannによれば，サロメ自身は共同体への専
心なくして真の敬虔なしという立場で，それは姉妹会にも修道会にも広く共有さ
れた立場でもあった。しかしその関係のうちには緊張もつねに見られ，それが大
きな衝突にまで至ったのは，デヴォーチオ・モデルナの中で卓越した神秘思想家
として知られるアレイト・バーケ（1415?―1455）のケースであった。彼女はヘ
ントのガリレー律修参事会女子修道院に観想的生を求めて入ったが，上長への完
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全な従順という規則に馴染めず，そこから追放されたのであった。このように
Bollemannも Goudriaanと並び，デヴォーチオ・モデルナでは，大勢としては個
人の敬虔よりも共同体性の維持のほうに重きが置かれていたことを指摘する。

7. 近年の説によれば，中世の修道院において，超自然的な出来事を視覚化する
ための，あるいは宗教的感情を引き起こすための手段として，瞑想や祈りが発展
したとのことであるが，Thom Mertensと Dieuwke van der Polの共著論文は，そ
の慣習がデヴォーチオ・モデルナの時代には，修道院の外にも次第に広がって
いったことを示す。二人はデヴォーチオ・モデルナで最も影響力のあった理論家
ヘラルト・ゼルボルト・ヴァン・ズトフェン（1367―1398）の論述『霊的上昇』
を取り上げ，信徒が祈る際の感情の重要さを彼が唱えていることを指摘する。つ
いで在家信徒のために作成されたと考えられる著者不詳の中世オランダ語の歌の
サイクル『霊的旋律』に注目し，そこに収録された歌詞の多くが一人称の〈私〉
の立場から動詞の現在形を用いて書かれていることを明らかにする―著者二人
はそれを individualityの発現と理解している。それは歌詞における〈私〉の感情
を自分のものにすることを祈禱者に要請しており，ヴァン・ズトフェンの理論を
体現していると言える。つまりまとめると，それ自体は中世以来の伝統であった
感情を伴う祈りの実践が，デヴォーチオ・モデルナでは individualizationの傾向
と共に在俗信徒のあいだにも新たに広がったということになる。

8. 15世紀後半，メディアは手書き写本の時代から印刷本の時代へと移行しつ
つあった。それはちょうどデヴォーチオ・モデルナの後期と重なる。読者のさま
ざまな需要に応えつつメディアが発展し，またメディアの発展に応じて読者の需
要も変化した。Anna Dlabačováはその変化の跡を示す例として，『イエス・キリ
ストの生涯と受難についての敬虔なる時課』という，当時普及したインキュナ
ブラに注目する。編者は不明であるが，既成の時課のテクストを集成したもの
で，修道院におけるような祈りに専念した規則正しい時間を過ごすことのできな
い在家信徒のために編まれている。活版印刷草創期のネーデルラントを代表する
印刷商ヘラルト・レーウ（1492没）が出版しており，複数の所有者の手を経た
版がいくつか現在に残されている。それらを分析して判明するのは，当時，書物
の大量生産が可能となり，一冊当たりの価格も下がり，所有者はそれを気軽に
personalizeするようになったことである（Dlabačováはここで customizeと同義
で personalizeの語を用いている）。多色インクによる文の強調，読み手の感情を
引き起こすための挿絵への彩色，余白への書込みなどに，Dlabačováは霊的書物
の personalizationが信心の individualizationに寄与した形跡を読み取っている。
以上の各論文に目を通すと，本書のキーワードの一つである individualization

の概念が，またそれに関連する personalizationの概念が，寄稿者によってさ
まざまな意味で理解されていることが分かる。またその異なる理解に応じて，
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individualization/personalizationの傾向をデヴォーチオ・モデルナに認める立場と
認めない立場，あるいはその出現をその時代に認める立場とその前後の時代に認
める立場とが見られた。このことは本書全体を統一感を欠いたものにしているが，
どこに焦点を当てるかによって見え方が違うというのがむしろ事柄の実相に近い
のかもしれない。この宗教運動には，古い時代の伝統に則った部分もあれば，新
しい時代の先駆けとなる部分もあり，両者は入り混じっていたのであろう。そう
したことから本書は，われわれから見たデヴォーチオ・モデルナの〈現代性〉を
めぐる議論に多角的な視点を提供している。それにしても，この宗教運動が当時
の人々によってそもそもなぜ〈現代的〉と呼ばれたのかという問いは，依然答え
られないまま―あるいは問われないまま―残されている。


